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わたしたちのまち

麻溝はいま・・・

◇人口18，3亜人（亜人増）

男　9，155人（23人増）

女　9，193人（17人増）

◇世帯数7，230世帯（封増）

令和2年5月1日現在（前月比）
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美中古江伊
崎相性西藤

安智重和英
司則信彦見

渡林杉奥伊
達　崎平波
慎　　　　陸

太孝靖知奥
郎彰志子夫

堀高尾　　望小大　　平中塩小井
橋西　　木山塚　　岡村崎黒上

曽撃雫　竺護莞　孟宗志竺葛

西兼　　山土久　　松原清小植
島増　　崎屋古　　井島水泉田
美
佐圭　　芽晴節　　貴直君喜英
子一　　美美子　　徳入代亮樹

地域の特性を生かした事業と地域
づくりの拠点としての役割を高く

評価され　第58回優良公民館

として文部科学大臣表彰

を受賞しました。

出前公民館の開催
70年の歴史の中には、昭和62年

から平成4年までの6年間に各地区
の公会堂等を会場に「出前公民館」が行

われました。これは、地域の皆さんに公

民館をよく知ってもらうと共に、その地

区の課題を学習しようという趣旨で実施
されたものです。それぞれの地域の歴史、

まちづくり、健康、交通問題などを取り

上げ、地元の有識者を講師に1年に
3か所位ずつ支部単位で行われ

闇瀾凍去来上れ

～
記
念
の
年
を

皆
様
と
共
に
～

館
長
　
桐
戸
初
生

麻
溝
公
民
館
は
、
今
年
創
立
7
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
を
記
念
し
、
地
域

の
皆
様
と
共
に
、
設
置
以
来
の
公
民
館
活

動
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
も
う
け

ま
し
た
。
・

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
2
月
未
の
記
念
講
演

と
公
民
館
ま
つ
り
が
中
止
。
3
月
か
ら
は

市
内
全
公
民
館
が
休
館
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
り
、
こ
の
6
月
よ
う
や
く
開
館

の
め
ど
が
立
っ
た
次
第
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
終
息
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
「
笑
顔
を
取
り
戻
す
そ
の
日

ま
で
共
に
頑
張
ろ
う
」
の
意
気
込
み
で
皆

様
と
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
記
念
の
催

し
も
で
き
る
範
囲
で
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
公

民
館
活
動
を
お
支
え
い
た
だ
く
皆
様
に
は

例
年
以
上
の
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
退
任
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
お
礼
の
言
葉

も
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ず
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
公
民
館
関
係
役
員
委
嘱
替
え
　
（
敬
称
略
氏
名
豊
十
嘉
）

企
新
任
）
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

運
営
協
轟
全
委
員

（
退
任
）
ぁ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

運
営
協
義
金
重
責

柿
木
　
健
二

桂
徳
　
泰
彦

体
育
部
員

青
山
　
哲
也

井
上
　
責
光

仮
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裕
昭

関

　

　

　

稿

林

　

　

敏

代

文
化
部
員

井
上
　
武
明

小
山
　
葉
子

雷
少
年
部
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板
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保
幸

矢
部
　
祥
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神
成
　
信
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神
原
由
香
里

岡
本
裕
二
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小
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弘
子

座

間

　

久

年

　

閲

　

　

　

稿
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太
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裕
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高
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体
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伊
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紀
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大
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浩
司

座
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鳥
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平
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隆
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良
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文
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井
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卓
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小
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紀
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松
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責
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吉
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貞
夫
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少
年
部
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磯
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恵
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北

内

　

　

俊

萩
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大
紀

広
報
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貴
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中
嶋
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見
聖
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小
室
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子
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母認創畠欄毎罷忌む

きくの手やlき蝕め斗咋きた
鹿庸公風館

麻溝公民館は、昭和25年12月21日に相模原市で8番

目の公民館として設置され、時の町役場麻溝分室長の
立石順之助氏が初代館長に就任しました。事務局を町

役場麻溝分室に置き、麻溝小学校旧校舎の講堂と和室
が公民館活動の施設にあてられました。

それから70年。多くの手で引き継がれてきた麻溝公

民館は、新たな地と新たな建物で老若男女の「つどい・
まなび・ふれあう」場として愛され親しまれています。

創立70周年に際し、主催事業を中心にこれまでの公

民館活動の一端をご紹介いたします。なお、6月現在
今年度の主催事業は、新型コロナウイルス感染拡大ま
ん延防止のために実施できない状況にあります。

〟一州潮岬糾問咄加菌両町加西

熱厨念夢二芳痩
創立70年の節目に際し、幅広い年齢層の公民

館への関心を高める事業や、社会教育の場として
またコミュニティの拠点として、多様lこ活用できる公

民館の可能性を伝える事業を行います。

◇記念講演「公民館うてどんなとこう？」

日時：令和3年1月23日（士）午後7時～

会場：大会議室

講師：北海学園大学教授内巴和弘氏
◇館区内の子とも達による活動発表と展示会

田時：令和3年1月24日（日）午前10時～午後3時

参加団体：保育園・幼稚園・小中学校・高校・大学
地域の団体サークル

◇創立記念冠事業・記念品膳呈（抽選）
◇公民館70年のあゆみ展示

麻港地区には戦前から青年団が主

体となった伝統行事として、スポーツ

大会、農産物品評会等が毎年行われて
いました。公民館の誕生と共に、これらの

行事を基盤としながら公民館活動の礎石固
めが行われました。昭和27年には麻溝

婦人会が結成され活動の基盤も徐々に

整い、体育行事を中心に公民館括

動が胎動したとされています。
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6月19日から開館いたします

新型コロナウイルス感染拡大のため、市内全公民館が令和2年3月
2日（月）より休館し、皆様には大変なご不便をおかけしておりました
が、この6月19日（金）から開館いたします。事業につきましては、
9月以降実施可能な事業から開催してまいります。また、図書室は6
月9日（火）より通常どおり開室しております。しかし、感染リスクは
継続しており、来館されるお一人おひとりに様々な感染拡大防止の
ご協力をいただきながら公民館活動を再開していくことになります。
大変お手数をおかけいたしますが、「感染しない・させない」ため

のご協力を重ねてお願い申し上げます。　　　館長　桐戸初生

∴ �午前 �午後1 �午後2 �夜間1 �夜間2 
9時～12時 �13時～15時 �15時－17時 �18時～20時 �20時一22時 

大会議室 �1，500円 �1，000円 �1，000円 �1，000円 �1，000円 

小会議室 �300円 �200円 �200円 �200円 �200円 

多目的室 �600円 �400円 �400円 �400円 �400円 

講習室 �600円 �400円 �400円 �400円 �400円 

料嘩実習室 �600円 �400円 �400円 �400円 �400円 

和　室 �300円 �200円 �200円 �200円 �200円 

令和2年度の館報発行予定日　6月15日（228号）・9月1日（229号）・12月1日（230号）・3月31日（231号）ご愛読ください

青
少
年
指
導
重
点
委
嘱
に
つ
い
て

4
月
1
日
（
水
）
付
け
で
青
少
年
指
導
委
員
の

委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
青

少
年
活
動
の
推
進
に
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

佐
藤
文
雄
　
座
間
　
豊
　
中
岡
正
弘

中
島
純
子
　
原
眞
樹
子
　
山
口
　
隆

◇
麻
清
公
民
館
貸
室
に
つ
い
て

◇
職
員
の
異
動

離
任
　
　
館
長
代
理
　
新
井
加
能

麻
溝
公
民
館
勤
務
の
中
で
、
旧
館
閉
館
、

新
館
開
所
の
場
に
地
域
の
皆
様
と
そ
し
て

職
員
と
共
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
忘
れ
が

た
い
想
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
3
年
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

着
任
　
　
館
長
代
理
　
斎
藤
満
里
子

○
印
は
お
休
み
で
す

開
室
時
間
1
0
時
～
1
7
時

【
利
用
区
分
】

5
月
よ
り
講
習
室
・
料
理
実
習
室
・
和
室

の
利
用
区
分
が
5
区
分
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
当
館
で
は
5
分
前
の
鍵
の
貸

出
し
・
返
却
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
の
異
動
（
敬
称
略
）

退
任
　
　
畑
山
　
　
薫
　
内
田
　
抄
子

清

水

　

直

子

　

中

島

　

　

響

着
任
　
　
佐
藤
知
与
子
　
久
保
　
友
子

富
士
原
美
子
　
中
島
　
　
舞

◇
麻
溝
公
民
館
冒
霊
b
言
肘
に
つ
い
て

F
g
e
F
O
村
に
は
、
公
民
館
事
業
に
お
け
る
雨

天
時
の
開
催
情
報
や
結
果
報
告
な
ど
、
公
民

館
が
発
信
す
る
最
新
の
情
報
を
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

下
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
麻
溝
公
民
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

館
報
「
あ
さ
み
ぞ
」
　
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

先
行
き
が
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
。
公
民
館
事
業
に
も
そ

の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
困
難
に
負
け
ま
い
と
、
普
段
に
も
増
し
て

紙
面
づ
く
り
に
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。


